
自
民
党
は
先
ご
ろ
公
表
し
た
参

院
選
の
公
約
で
、
安
全
保
障
環
境

の
悪
化
か
ら
国
民
を
守
る
決
意
を

改
め
て
示
し
た
。
特
に
、
安
全
保

障
に
つ
い
て
は
現
在
の
取
り
組
み

が
次
世
代
、
次
々
世
代
の
国
民
の

安
全
に
も
影
響
す
る
重
要
な
政
策

だ
。
国
民
が
安
心
で
き
、
生
命
・

財
産
を
守
る
こ
と
が
政
治
の
重
要

な
使
命
だ
。

安
全
保
障
は
国
民
の
日
常
生
活

か
ら
は
距
離
が
あ
る
た
め
、
な
か

な
か
国
民
の
関
心
が
及
ば
な
い
分

野
だ
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
と
い
う
、
現
代
で
も

「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
国
防
予
算
の

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
目
標
（
２
％
以
上
）

も
念
頭
に
、
真
に
必
要
な
防
衛
関

係
費
を
積
み
上
げ
、
来
年
度
か
ら

５
年
以
内
に
、
防
衛
力
の
抜
本
的

強
化
に
必
要
な
予
算
水
準
の
達
成

を
目
指
す
」
「
最
先
端
技
術
を
駆

使
し
た
“
戦
い
方
”
の
変
化
に
応

じ
た
能
力
強
化
と
態
勢
構
築
を
進

め
る
」
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を

含
む
わ
が
国
へ
の
武
力
攻
撃
に
対

す
る
反
撃
能
力
を
保
有
し
、
こ
れ

ら
の
攻
撃
を
抑
止
し
、
対
処
す
る
」

な
ど
と
し
て
い
る
。

弱
み
が
あ
れ
ば
そ
こ
を
狙
っ
て

く
る
の
が
国
際
政
治
の
冷
酷
さ
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
し
て
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に

加
盟
し
て
い
な
い
と
い
う
弱
み
を

ロ
シ
ア
が
狙
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
日
米
安
保
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
日
本
の
防
衛
力
を
強

化
す
る
こ
と
が
日
本
の
抑
止
力
を

向
上
さ
せ
、
国
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
も
ち

ろ
ん
外
交
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
国
を
守
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

を
増
す
中
、
外
交
力
、
抑
止
力
お

よ
び
対
処
力
を
強
化
し
、
わ
が
国

の
主
権
、
名
誉
、
国
民
の
生
命
と

財
産
、
領
土
・
領
海
・
領
空
を
守

り
抜
く
」
と
決
意
を
述
べ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
「
国
際
社
会
の

平
和
と
安
定
を
実
現
す
る
」
「
国

防
力
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
」

「
海
上
保
安
体
制
を
強
化
し
、
海

洋
秩
序
を
保
つ
」
「
経
済
安
全
保

障
を
さ
ら
に
推
進
す
る
」
の
４
つ

を
柱
と
し
て
い
る
。
「
国
際
社
会

の
平
和
と
安
定
を
実
現
す
る
」
で

は
、
「
来
年
の
Ｇ
7

議
長
国
と
し

て
、
普
遍
的
価
値
に
基
づ
く
国
際

秩
序
の
維
持
・
発
展
に
主
導
的
役

割
を
果
た
す
」
と
し
た
ほ
か
、

「
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
拡
充
し
、
国
際
保
健

や
経
済
安
全
保
障
等
を
戦
略
的
・

機
動
的
に
推
進
す
る
」
「
『
自
由

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
』
の

実
現
に
向
け
、
米
、
豪
、
印
、
欧

州
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
太
平
洋
島
嶼

国
、
台
湾
等
と
の
連
携
を
強
化
す

る
」
な
ど
と
し
て
い
る
。
「
国
防

力
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
」
で
は
、

「
国
家
安
全
保
障
戦
略
を
改
定

し
、
新
た
に
国
家
防
衛
戦
略
、
防

衛
力
整
備
計
画
を
策
定
す
る
」

国
際
法
を
あ
か
ら
さ
ま
に
無
視

し
、
武
力
攻
撃
し
て
他
国
の
国
民

の
生
命
を
奪
い
、
領
土
を
占
拠
す

る
と
い
う
不
法
行
為
が
現
実
に
起

こ
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。
そ
れ
に
加
え
、
ア
ジ
ア
で
も

中
国
が
南
シ
ナ
海
の
南
沙
諸
島
で

国
際
法
を
無
視
し
て
軍
事
拠
点
を

設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
沖
縄
県
石

垣
市
の
尖
閣
諸
島
で
は
中
国
公
船

の
領
海
侵
入
も
相
次
い
で
い
る
。

日
本
の
安
全
保
障
に
も
影
響
が
避

け
ら
れ
な
い
台
湾
海
峡
の
緊
張
は

高
ま
り
、
北
朝
鮮
は
ミ
サ
イ
ル
の

発
射
の
ほ
か
、
核
開
発
も
進
め
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

日
常
生
活
か
ら
は
う
か
が
い
知

る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
日
本
の
安

全
保
障
へ
の
脅
威
は
現
実
に
高

ま
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
う
し
た
状

況
変
化
の
中
で
自
民
党
は
参
院
選

に
向
け
た
公
約
の
項
目
の
最
初
に

「
毅
然
と
し
た
外
交
・
安
全
保
障

で
、
〝
日
本
〟
を
守
る
」
と
掲

げ
、
「
外
交
と
防
衛
は
国
家
の
根

幹
で
あ
り
、
車
の
両
輪
。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
中
国
や
北

朝
鮮
の
軍
事
力
強
化
な
ど
、
安
全

保
障
環
境
が
加
速
度
的
に
厳
し
さ


